
の
対
応
の
仕
方
に
焦
点
を
し
ぼ
る
こ
と
に
よ
り
、

階
級
斗
争
と
し
て
の
一
撲
の
発
展
過
程
を
明
確
に

①
 

し
得
る
と
考
え
ら
れ
る
。

こ
の
大
一
授
は
わ
が
国
の
一
挟
史
か
ら
み
て
、

明
和
期
の
う
ち
で
も
全
国
的
な
ピ

l
ク
の
段
階
で

勃
発
し
て
お
り
、
そ
の
め
ざ
す
要
求
内
容
や
攻
撃

対
象
か
ら
み
て
、
ま
さ
し
く
典
型
的
な
反
封
建
斗

争
の
形
態
を
一
示
す
も
の
と
み
ら
れ
、
ま
た
か
か
る

一
撲
に
対
す
る
藩
権
力
の
動
向
か
ら
み
て
、
封
建

社
会
の
構
造
的
矛
盾
の
暴
露
に
対
す
る
宥
和
、
懐

柔
な
い
し
威
圧
な
ど
の
諸
手
段
が
講
ぜ
ら
れ
て
お

り
、
一
撲
史
の
検
討
に
当
り
極
め
て
興
味
あ
る
事

例
と
看
倣
す
と
と
が
で
き
る
。

百
姓
一
撲
に
つ
い
て
は
、
最
近
と
く
に
そ
の
再

評
価
問
題
が
云
々
さ
れ
て
い
る
が
、
拙
稿
に
お
い

て
は
前
述
の
視
角
か
ら
明
和
の
大
一
擦
の
内
容
と

特
質
を
検
考
し
、
反
封
建
斗
争
の
主
軸
的
役
割
を

果
し
た
重
要
意
義
を
明
ら
か
に
し
た
い
。

慶
応
の
四
期
に
飛
躍
的
な
高
ま
り
を
み
せ
な
が
ら

幕
末
に
向
っ
て
加
速
度
的
に
増
大
し
て
い
る
が
、

堀
江
英
一
氏
は
、
第
一
期
正
徳
・
享
保
期
、
第
二

期
明
和
・
安
永
・
天
明
期
、
第
三
期
天
保
期
、
第

四
期
文
久
|
明
治
十
年
代
の
四
つ
の
ピ

i
ク
の
設

定
し
、
乙
れ
が
江
戸
時
代
の
三
大
改
革
お
よ
び
明

治
絶
対
主
義
成
立
期
と
相
関
連
し
て
い
る
乙
と
を

指
摘
し
、
さ
ら
に
-
撲
の
発
展
形
態
を
大
別
し

て
、
代
表
越
訴
型
冷
惣
百
姓
一
授
型
、
世
直
し
一

①
 

授
型
と
し
て
い
る
。

一
方
青
木
虹
二
氏
は
、
そ
の
労
作
「
百
姓
一
授

の
年
次
的
研
究
」
の
な
か
で
、
黒
正
氏
の
集
計
に

比
べ
は
る
か
に
多
数
の
一
撲
を
指
摘
し
、
一
撲
の

昂
揚
期
に
つ
い
て
も
寛
永
、
寛
保
、
宝
暦
、
天

明
、
文
化
、
天
保
、
慶
応
と
さ
ら
に
細
分
化
し
て

@
 

い
る
が
、
一
撲
の
形
態
の
史
的
変
遷
に
つ
い
て

は
、
付
土
豪
一
授
及
び
初
期
逃
散
、
同
代
表
越

訴
、
同
惣
百
姓
一
授
H
全
藩
一
撲
、
同
幕
・
藩
惣

百
姓
一
撲
に
大
別
し
て
い
秘

と
こ
ろ
で
越
前
、
若
狭
の
場
合
、
現
在
確
認
さ

れ
る
一
撲
件
数
(
都
市
騒
擾
を
含
む
)
は
、
表

ωの
よ
う
に
総
計
八

O
件
(
越
前
六
一
、
若
狭
一

九
)
に
上
る
が
、
と
く
に
そ
の
昂
揚
期
は
次
の
四

①
 

期
に
認
め
ら
れ
る
。

12の1

明
和
の
越
前
大
一
挨
に

つ
い
て

ー
反
封
建
斗
争
の
解
明
を
中
心
に
l

上

夫

越
前
藩
に
於
て
発
生
し
た
百
姓
一
授
の
う
ち
大

一
撲
の
様
相
を
み
せ
、
藩
封
建
権
力
に
と
り
大
き

な
脅
威
と
な
っ
た
も
の
に
、
明
和
五
年
(
一
七
六

八
)
三
月
下
旬
か
ら
四
月
上
旬
に
か
け
て
福
井
城

下
を
中
心
に
惹
起
し
た
打
こ
わ
し
が
と
く
に
注
目

を
ひ
く
。

も
と
も
と
百
姓
一
撲
は
封
建
社
会
の
基
本
的
対

立
で
あ
る
領
主
と
農
民
の
二
つ
の
階
級
対
立
の
激

化
の
表
現
で
あ
り
、
そ
の
正
当
な
評
価
の
た
め
に

は
封
建
権
力
と
百
姓
一
授
と
の
対
抗
関
係
の
歴
史

的
把
握
が
極
め
て
重
要
で
あ
る
以
土
、
封
建
権
力

へ
の
農
民
の
対
応
の
仕
方
、
封
建
領
主
の
一
撲
へ

明
和
の
大
一
授
の
検
討
に
先
立
ち
、
ま
ず
越

前
、
若
狭
に
於
け
る
百
姓
一
撲
の
動
向
を
概
観
す

る
と
と
に
す
る
。

ま
ず
全
国
的
な
傾
向
と
し
て
、

②
 

百
姓
一
挟
年
表
」

黒
正
巌
氏
の
「

で
は
、
享
保
、

天
明
、

天
保
、

f 

上

明
和
の
越
前
大
一
撲
に
つ
い
て
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上

明
和
の
越
前
大
一
授
に
つ
い
て

2 

付
享
保
・
寛
保
期
(
一
七
二
ハ
|
一
七
四
三
)

七
件
(
越
前
七
、
若
狭

O
)

同
宝
暦
・
明
和
期
(
一
七
五
一
l
l

一
七
七
一
)

十
三
件
(
越
前
十
二
、
若
狭
一
)

伺
安
永
・
天
明
期
(
一
七
七
二
|
一
七
八
八
)

九
件
(
越
前
五
、
若
狭
四
)

同
天
保
期
(
一
八
三

O
ー
一
八
四
三
)

十
八
件
(
越
前
十
三
、
若
狭
五
)

こ
れ
は
堀
江
氏
が
設
定
す
る
第
二
期
明
和
・
安

永
・
天
明
期
を
、
宝
暦
・
明
和
期
と
安
永
・
天
明

期
と
に
二
分
し
た
こ
と
に
な
り
、
ま
た
青
木
氏
の

享
保
・
宝
暦
・
天
明
・
天
保
の
四
期
に
対
応
す
る

も
の
で
あ
る
。

若
越
の
場
合
、
享
保
・
寛
保
期
か
ら
幕
藩
体
制

の
矛
盾
が
漸
次
増
大
し
、
と
く
に
福
井
藩
で
は
宝

暦
・
明
和
期
に
至
る
と
極
度
の
藩
財
政
の
窮
迫
と

相
倹
っ
て
藩
政
の
動
揺
が
著
し
く
な
り
、
ー
ー
そ

の
矛
盾
の
深
刻
化
は
本
論
の
明
和
の
越
前
大
一
授

で
爆
発
す
る
恰
好
と
な
る
の
で
あ
る
が
|
|
そ
れ

に
と
も
な
う
一
撲
も
増
加
の
一
途
を
辿
る
と
と
も

に
惣
百
姓
一
授

F
f全
審
一
撲
の
様
相
を
み
せ
、

表
凶
の
通
り
安
永
・
天
明
期
か
白
天
保
期
に
至
る

に
及
び
藩
政
時
代
を
通
じ
て
の
最
大
の
ピ

l
ク
を

形
成
す
る
の
で
あ
る
が
、
全
国
的
に
み
て
h

非
常
な

高
ま
り
を
み
せ
る
幕
末
期
(
安
政
h
慶
応
)
に
な

る
と
却
っ
て
逆
の
傾
向
を
み
せ
る
の
は
注
目
に
値

⑦
 

す
る
。一
授
の
形
態
的
な
変
化
で
は
、
表
仰
の
通
り
、

十
八
世
紀
前
半
の
享
保
・
寛
保
期
ど
ろ
ま
で
は
、

消
極
的
な
抵
抗
手
段
で
あ
る
逃
散
や
概
し
て
村
役

人
層
が
村
落
を
代
表
し
た
り
指
導
的
役
割
を
演
ず

る
越
訴
や
強
訴
が
主
な
も
の
で
あ
る
が
、
宝
暦
・

明
和
期
以
後
に
な
る
と
強
訴
な
ど
に
加
え
騒
動
や

打
乙
わ
し
の
過
激
な
斗
争
が
目
立
ち
、
し
か
も
惣

百
姓
一
授
と
い
う
広
汎
な
ス
ケ
ー
ル
ま
で
出
現
す

る
乙
と
に
な
る
。

ま
た
一
授
の
主
た
る
要
求
、
原
因
別
で
は
、
表

ωの
通
り
十
八
世
紀
前
半
の
享
保
・
寛
保
期
ご
ろ

ま
で
は
年
貢
増
徴
、
苛
数
諒
求
反
対
な
ど
そ
の
要

求
の
ほ
と
ん
ど
が
農
民
的
な
も
の
で
、
農
民
的
商

品
生
産
の
未
発
達
な
段
階
に
対
応
す
る
も
の
で
あ

る
が
、
同
世
紀
の
半
ば
か
ら
後
半
に
か
け
て
の
宝

暦
・
明
和
期
に
な
る
と
、
商
品
経
済
の
発
展
、
幕

藩
体
制
の
構
造
的
矛
盾
の
表
出
と
相
倹
っ
て
、
一

撲
の
か
か
げ
る
要
求
条
項
は
は
る
か
に
複
雑
化

し
、
御
用
金
、
運
上
賦
課
反
対
、
特
権
商
人
お
よ

び
代
官
・
藩
役
人
に
反
対
、
名
主
・
村
役
入
と
の

対
立
な
ど
反
封
建
斗
争
の
色
彩
を
愈
ろ
濃
く
し
て

い
く
と
こ
ろ
に
大
き
な
特
異
性
が
み
ら
れ
る
。

か
く
て
十
九
世
紀
前
半
に
至
り
と
く
に
天
保
期

に
お
け
る
爆
発
的
な
一
授
の
続
出
は
、
藩
権
力
の

@
 

側
か
ら
は
ま
さ
し
く
「
実
-
一
国
家
之
御
大
事
」
と
し

て
意
識
さ
れ
、
藩
主
松
平
慶
永
を
し
て
思
い
切
っ

た
藩
政
改
革
ー
ー
そ
の
一
応
の
成
果
は
幕
末
に
お

い
て
雄
落
と
し
て
幕
政
に
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
す

乙
と
に
な
る
の
だ
が
ー
ー
ー
に
乗
出
さ
し
め
る
有
力

な
刺
激
剤
と
な
っ
た
乙
と
は
疑
う
余
地
が
な
い
。

表(1)越前・若狭に於けるー挟件数

越前|若狭|ー挨件数計

1 1 314  
正保~寛文(1644---1672)1 引 1 1 3 
延宝 ~ 正福(1己完---17百)1一一一引一一21 4 
享保~寛保(1716---1743)1 71 01 7 

宝暦 ~ 明和(1751---1771) 1 引 1 1 13 

一室主一三一亙盟立772竺1Z_882I一一一旦|一一一土|一一一旦一
寛政~享和(1789，...，1803)1 引 013  
文化~文政(1804---1829) 1 8 1 1 1 9 
天保 (1830---1843) 1 13 1 5 1 18 

弘化 ~慶応(1剖4---1867)1 1 1 0 1 1 
年代不祥 21 21 4 

計 | 80 

代

寛永(1603---1643)

年

慶長8---
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表{勾年代別発生件数

〔越前・若狭〕

18 

g 

人-LLJ-J/Vノ

』

1

・

岡
山

v.，・
A
x
e
-
J

，.。、，

b
'
'
a
J
'
4
R

1

1

1

J

J

J

I

J

l

 

" 
M
W
7
r
 

S

+

3

Z

1

0

 

上

明
和
の
越
前
大
一
撲
に
つ
い
て

多iえ :tえ之ヲヒノ量
不功氏イじみえイf・/む・

且月

井。
j足元正ふ支え占え享走車 t
.J_i私イゑんえ牢a 1手祢イ手係 A乙匂

〔聖代雑4件を除く〕

表(3)

7有---------一一一-
慶長 ~ 寛丞」一一一Jζ一 1_1_一lL一一L一一1-一一1_1__I_1一一」! 
正保 ~ 寛文 1 21 1 1 1 1_一一_1 1 3 
延宝 ~正徳 1 1 1 1 1_1_1 1 1 4 
享保~寛保 し一一一一LI_11_三一」一一1_1立2J 一一1__  1_I~ 
延享 ~ 寛延 1 1_一一12 (1) 1 2 1 2 1 6 (1) 
宝暦 ~ 明和 1 1 1 2 1 2 1 1 3 (1) 1 5 (1) 1 1 13ω 
安永~天明 1 1 1 3 1 1 5 (2) 1 1 9 (2) 
寛政~享和 1 1 川 1 1 1 1 1 3 
文化~文政 1 1 1 5(1)1 1 1 1 1(1)1 1 1 9 (2) 
天保 1 1 1 1 2 1 6 (2) 1 1 8(↑) 1 川 8(3) 

弘化 ~慶応 I I 1 1 I 1 1 
牟代不明 「一三一1-1-1-一一「一一「一一|一一一|一一-1-14一一

計 1 81 6 I 6川8C↑)18(d 7(3)121(5)1 6 I 
)内は都市騒擾

越前・若狭における百姓ー撲の形態別分類

『若越郷土研究』（福井県郷土誌懇談会）
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主

明
和
の
越
前
大
一
授
に
つ
い
て

表(4)

言十

越前・若狭における百姓ー授の要求・原因別件数

一一一

次
に
明
和
の
越
前
大
一
授
を
ピ

l
ク
と
す
る
若

越
の
宝
暦
・
明
和
年
間
(
一
七
五
一
|
七
一
)
の

一
撲
に
つ
い
て
は
、
宝
暦
年
間
ハ
一
七
五
一
六

一
二
)
で
越
訴
二
件
、
騒
動
三
件
、
打
こ
わ
し
一
件

で
計
六
件
、
明
和
年
間
(
一
七
六
四
|
七
一
)
で

は
逃
散
一
件
、
強
訴
二
件
、
打
乙
わ
し
四
件
計
七

件
で
、
宝
暦
・
明
和
年
間
で
は
計
十
三
件
の
多
数

に
上
る
が
、
主
た
る
原
因
別
で
は
凶
作
、
飢
鑑
、

米
騰
に
よ
る
も
の
計
六
件
の
ほ
か
に
減
免
要
求
一

件
、
苛
政
反
対
一
件
、
代
官
・
藩
役
入
に
反
対
二

件
、
御
用
金
・
運
上
反
対
一
件
、
御
用
達
・
特
権

商
人
に
反
対
一
件
な
ど
幕
藩
体
制
の
構
造
的
矛
盾

に
根
ざ
す
主
題
が
み
ら
れ
る
と
こ
ろ
か
ら
、
近
世

に
お
け
る
こ
の
種
百
姓
一
撲
の
質
的
転
換
期
を
一
不

す
も
の
と
思
考
さ
れ
る
。

と
こ
ろ
で
ま
ず
明
和
の
大
一
授
の
動
因
に
つ
き

器
財
政
の
側
面
か
ら
検
討
し
た
い
。

①
 

福
井
藩
の
場
合
十
七
世
紀
後
半
の
貞
享
大
法
〔

貞
享
三
年
(
一
六
パ
六
)
三
月
〕
に
よ
り
藩
政
全

般
の
動
揺
が
目
立
ち
、
藩
で
は
百
姓
に
五
カ
条
、

町
人
に
三
カ
条
の
覚
書
を
出
し
て
動
揺
を
い
ま
し

ゅ
た
が
、
藩
財
政
も
ひ
ど
く
窮
迫
し
は
じ
め
、
貞

享
三
年
に
は
上
方
商
人
に
対
し
て
御
用
金
の
返
済

不
能
を
申
出
る
有
様
で
、
そ
の
後
し
ば
し
ば
多
額

の
御
用
金
の
賦
課
を
行
わ
ざ
る
を
得
な
い
破
自
に

な
っ
た
。

か
か
る
藩
財
政
の
困
窮
は
あ
い
つ
ぐ
御
用
金
賦

課
に
加
え
て
度
重
な
る
藩
士
の
禄
米
借
上
げ
に
も

拘
ら
ず
ま
す
ま
す
高
ま
る
一
方
で
、
宝
暦
八
年
(

一
七
五
八
)
夏
に
は
札
元
準
備
金
不
足
の
た
め
領

内
に
一
万
五
千
両
を
課
し
た
と
こ
ろ
大
阪
の
富
商

牧
村
某
が
こ
れ
を
聞
い
て
藩
に
調
達
し
た
た
め
領

民
は
負
担
を
免
が
れ
て
喜
ん
だ
と
い
わ
れ
、
宝
暦

十
年
(
一
七
六

O
)
五
且
再
び
同
人
が
「
宝
妙
の

背
面
支
禽
の
側
に
私
印
を
加
へ
て
之
を
行
ふ
に
至

⑬
 

り
始
め
て
通
行
し
た
り
」
と
い
う
事
実
は
、
落
財

政
が
一
部
大
商
人
の
影
響
を
大
き
く
受
け
た
乙
と

を
一
裏
書
す
る
も
の
と
云
え
る
。

さ
ら
に
宝
暦
十
一
年
(
一
七
六
一
)
三
月
十
六

日
に
は
「
御
勝
手
向
段
/
¥
御
難
渋
至
極
」
の
た

め
藩
士
よ
り
封
米
の
半
額
を
借
り
た
が
、
明
和
五

年
(
一
七
六
八
)
二
月
に
は
寸
諸
月
番
評
定
ニ
市

⑪
 

御
勝
手
御
不
如
意
御
借
米
増
」
の
措
置
を
と
っ
た

ほ
か
、
藩
主
が
江
戸
に
参
観
す
る
費
用
に
窮
し
領

⑫
 

民
に
一
万
六
千
二
百
二
十
両
の
才
覚
金
を
課
さ
、
ざ

る
を
得
な
い
始
末
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。

し
か
も
宝
暦
よ
り
明
和
に
か
け
て
福
井
町
は
し

ば
し
ば
大
火
に
見
舞
わ
れ
、
と
く
に
明
和
一
二
年

『若越郷土研究』（福井県郷土誌懇談会）



5 

(
一
七
六
六
)
三
ツ
橋
か
ら
の
大
火
で
は
民
屋
二

千

d
l五
十
一
軒
、
寺
院
四
十
三
、
蔵
百
三
十
七

焼
失
と
い
う
先
例
の
な
い
大
き
な
被
害
を
受
け
て

い
る
。
さ
ら
に
明
和
五
年
は
凶
作
で
三
月
二
十
一
日
に

は
福
井
軽
町
人
よ
り
錫
米
願
が
出
た
の
で
あ
る

が
、
こ
れ
は
福
井
城
下
の
米
穀
が
枯
渇
し
て
き
た

に
拘
ら
ず
明
里
御
蔵
米
七
千
俵
ば
か
り
三
国
湊
に

輸
送
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
上
御
用
達
の
美
濃
屋
喜

左
衛
門
の
如
き
は
大
野
辺
に
て
五
千
俵
ば
か
り
買

占
め
、
そ
れ
を
他
国
に
輸
送
し
た
た
め
、
米
価
も

「
段
々
高
直
に
成
お
と
い
う
有
様
で
、
つ
い
に

領
民
の
不
満
が
爆
発
す
る
こ
と
に
な
る
。

な
お
こ
う
し
た
米
価
高
騰
の
原
因
に
つ
き
、
一

史
料
の
伝
え
る
と
こ
ろ
で
旬
、
藩
財
政
を
一
手
に

握
る
御
奉
行
酒
井
与
三
左
衛
門
が
極
印
屋
半
左
衛

門
、
箕
屋
喜
右
衛
門
、
新
屋
又
左
衛
門
、
桝
屋
八

郎
左
衛
門
、
尾
張
屋
又
兵
衛
(
三
国
港
)
、
三
谷

屋
吉
左
衛
門
(
吉
崎
)
な
ど
六
軒
の
御
用
達
に
正

米
を
買
占
め
さ
せ
た
た
め
米
価
は
騰
貴
し
、
一
石

四
十
五
、
六
匁
で
あ
っ
た
の
が
新
米
六
ナ
二
、
三

匁
、
古
米
七
十
匁
と
な
り
、
や
が
て
八
十
匁
の
高

値
を
呼
ぶ
に
至
っ
た
と
い
う
。

こ
の
よ
う
に
藩
役
人
と
特
権
商
人
と
が
結
託
し

上

明
和
の
越
前
大
一
撲
に
つ
い
て

て
利
得
を
ほ
し
い
ま
ま
に
し
た
こ
と
が
領
民
の
奮

慨
を
ま
ね
い
た
の
は
、
後
述
の
一
授
諸
要
求
の
な

か
に
、
「
御
役
人
御
貧
着
の
事
」
「
役
人
私
欲
晶

買
の
事
」
「
町
人
ど
も
の
内
悪
み
深
き
者
の
事
」

⑬
 

の
三
条
項
を
掲
げ
て
い
る
こ
と
か
ら
も
ァ
明
ら
か
で

あ
り
、
ま
た
乙
の
大
一
授
の
き
い
の
「
う
ち
こ
わ

し
」
の
対
象
が
、
か
か
る
御
用
達
や
特
権
商
人
に

集
中

L
た
こ
と
が
何
よ
り
の
証
左
と
み
ら
れ
る
。

四

そ
こ
で
明
和
の
越
前
大
一
撲
の
経
過
を
一
授
側

の
動
向
と
藩
側
の
動
向
を
中
心
に
関
係
史
料
に
よ

@
 

り
ま
と
め
て
み
る
こ
と
に
す
る
。

三
月
二
十
二
日
に
福
井
城
下
(
木
田
方
面
)
の

細
民
が
督
長
(
組
頭
)
丸
屋
に
押
し
寄
せ
餓
餓
を

⑬
 

訴
え
た
の
に
端
を
発
す
る
こ
と
に
な
る
。
翌
二
十

三
日
に
は
本
町
の
二
文
字
屋
(
組
頭
)
、
一
乗
町

の
新
屋
三
郎
右
衛
門
(
向
上
)
に
訴
え
た
が
、
一

方
畑
方
の
農
民
が
安
養
寺
に
集
り
、
ま
た
も
や
組

頭
丸
屋
に
押
し
か
け
る
と
い
う
始
末
で
、
大
橋
下

に
二
百
人
も
の
者
が
集
り
不
穏
な
形
勢
を
示
し
た

の
で
、
町
奉
行
は
直
ち
に
三
十
余
人
を
捕
え
て
獄

に
下
し
、
ま
た
組
頭
三
十
余
人
を
禁
鋼
処
分
に
す

⑬
 

る
と
い
う
断
園
た
る
態
度
を
と
っ
た
。
し
か
し
同

日
金
津
の
中
領
の
農
民
が
城
下
に
来
襲
し
、
藩
の

用
達
美
濃
屋
喜
左
衛
門
(
塩
町
)
を
襲
っ
て
お

り
、
愈
々
一
撲
の
火
ぶ
た
が
切
っ
て
落
さ
れ
た
の

で
あ
る
。
翌
二
十
四
日
に
は
蓑
虫
の
数
を
増
し
、

さ
ら
に
二
十
五
日
に
な
る
と
六
・
七
百
人
ほ
ど
が

城
下
に
入
り
込
み
、
新
屋
三
郎
右
衛
門
、
極
印
屋

庄
左
衛
門
(
呉
服
町
・
藩
用
達
)
、
美
濃
屋
喜
左

衛
門
(
同
上
)
に
て
、
「
家
居
土
蔵
家
財
散
々
打

砕
、
酒
蔵
に
而
は
酒
桶
の
口
を
外
し
、
衣
類
諸
道

具
乱
妨
い
た
し
、
斧
ま
さ
か
り
に
て
家
居
を
壊
候

に
付
」
(
続
片
聾
記
)
と
い
う
狼
籍
ぶ
り
を
発
揮

し
た
た
め
、
藩
で
は
一
授
の
指
導
者
と
看
倣
さ
れ

⑫
 

る
も
の
三
十
人
ば
か
り
召
捕
え
た
。

二
十
六
日
に
は
藩
は
城
下
七
日
へ
諸
組
の
士
を

配
置
し
て
乱
入
に
備
え
た
が
、
志
比
領
の
晴
が

多
く
押
し
寄
せ
た
の
で
〔
約
二
千
人
と
推
定
〕
藩

老
酒
井
知
喬
、
寺
社
奉
行
、
町
奉
行
、
郡
奉
行
に

諜
し
て
、
「
才
覚
金
」
の
免
除
を
指
示
し
、
ま
た

町
人
入
牢
六
十
余
人
、
農
民
十
余
人
を
釈
放
、
郡

⑫
 

奉
行
ら
東
本
願
寺
掛
所
に
行
き
「
御
用
金
御
免
、

又
牢
入
茂
御
免
之
由
、
山
山
牢
被
二
仰
付
一
旨
申
渡

」
(
国
事
叢
記
)
し
た
と
と
ろ
百
姓
ら
は
一
時
退

去
し
た
。

し
か
し
二
十
七
日
に
も
昼
前
か
ら
志
比
口
に
一

撲
の
徒
が
竹
杖
を
手
に
し
て
大
勢
出
た
の
で
、
〔
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上

明
和
の
越
前
大
一
授
に
つ
い
て

6 

約
三
千
人
と
推
定
〕
、
郡
奉
行
出
て
御
用
金
御
免

申
渡
し
た
が
町
へ
押
入
り
食
を
乞
う
と
い
う
有
様

で
あ
っ
た
。
な
お
志
比
領
土
民
が
煙
草
賦
(
運

上
)
を
罷
め
ん
こ
と
を
請
う
た
の
で
、
こ
れ
を
許

@
 

し
て
城
外
に
退
去
さ
せ
た
。
一
方
一
授
は
漸
次
地

方
に
波
及
し
て
府
中
、
金
津
に
も
不
躍
な
形
勢
が

み
ら
れ
、
藩
で
は
徒
目
付
菅
沼
五
郎
左
衛
門
を
江

戸
表
に
派
遣
し
て
「
土
民
の
騒
状
」
を
藩
主
に
告

@
 

げ
さ
せ
た
。

二
十
八
日
に
な
る
と
一
捺
の
数
も
ふ
く
れ
上

り
、
下
領
の
農
民
が
「
二
里
計
続
く
程
出
る
」
有

様
で
、
〔
六
・
七
千
人
と
推
定
〕
大
工
町
の
大
工

⑤
)
 

頭
藤
間
又
三
郎
宅
を
う
ち
こ
わ
し
た
が
、
彼
は
升

の
役
人
で
「
升
に
不
直
有
ν
之
由
意
趣
」
(
国
事

叢
記
)
か
ら
だ
と
い
う
。
つ
づ
い
て
二
十
五
日
の

場
合
と
同
様
、
極
印
屋
庄
左
衛
門
や
美
濃
屋
喜
左

衛
門
な
ど
の
特
権
商
人
に
う
ち
乙
わ
し
の
鉾
先
が

む
け
ら
れ
て
い
る
。

翌
二
十
九
日
に
は
愈
々
一
撲
も
最
高
頂
に
達

@
 

し
、
〔
約
二
万
人
と
推
定
〕
木
田
、
明
里
、
松

本
、
士
山
比
の
諸
口
か
ら
乱
入
し
、
藩
御
用
達
や
特

権
商
人
に
・
対
し
て
徹
底
し
た
打
こ
わ
し
を
か
け

た
。
木
田
に
て
川
除
の
事
を
掌
る
鳥
屋
加
兵
衛
、

八
幡
町
で
官
倉
収
米
を
あ
っ
か
う
伏
見
屋
吉
兵

衛
、
妙
国
寺
町
の
米
穀
商
油
屋
長
右
衛
門
、
筏
町

で
煙
草
問
屋
を
い
と
な
む
筏
屋
喜
右
衛
門
お
よ
び

鍛
治
町
の
紙
屋
等
を
襲
い
、
し
か
も
城
下
の
遊
侠

の
民
も
加
わ
り
、
「
勢
に
乗
じ
商
屋
を
掠
め
、
飲

食
を
貧
り
都
下
に
横
行
し
畏
る
所
無
き
が
如
き
」

(
越
藩
史
略
)
振
舞
で
、
城
下
の
商
買
も
二
十
六

日
以
来
戸
を
閉
じ
て
営
業
を
停
止
す
る
と
い
う
有

様
で
あ
っ
た
。
藩
で
は
事
態
を
重
視
し
、
御
武
百
五
(

奉
行
に
命
じ
て
諸
組
波
方
の
武
器
を
御
城
代
屋
舗

迄
持
出
さ
せ
、
万
一
の
さ
い
に
対
処
さ
せ
る
と

と
も
に
、
大
馬
山
山
御
門
、
小
馬
出
御
門
、
木
蔵
川

口
、
勝
見
口
御
門
、
瀧
ケ
鼻
御
門
、
地
蔵
門
御

門
、
不
動
院
脇
御
門
、
神
明
裏
御
門
や
明
里
の
御

蔵
を
も
警
固
さ
せ
た
。

一
方
、
御
目
付
、
御
使
番
、
郡
奉
行
馬
上
に
て

罷
り
出
で
極
力
鎮
撫
に
つ
と
め
た
が
、
一
向
聞
入

れ
な
い
の
で
、
百
姓
が
集
っ
て
い
る
所
へ
出
て
、

「
先
達
而
被
二
仰
山
山
一
候
町
在
御
用
金
は
御
免
被
レ

成
候
段
申
渡
侯
得
ど
も
得
心
不
ν
仕
」
と
い
う
様

子
で
あ
っ
た
が
、
本
多
修
理
、
杉
田
主
水
、
大
谷

助
六
、
荻
野
孫
右
衛
門
、
波
々
伯
部
靭
負
、
明
石

主
膳
ら
藩
主
脳
部
が
出
向
き
、
一
授
の
面
々
の
申

分
を
聞
き
懐
柔
乙
れ
つ
と
め
た
結
果
、
百
姓
は
訴

願
八
件
〔
用
水
の
事
、
村
方
先
納
の
事
、
役
人
尻

な
し
頼
母
子
の
事
、
運
上
の
事
、
御
蔵
升
、
作
食

の
事
、
定
免
の
事
、
綿
麻
直
納
の
事
〕
を
な
し
て

@
 

よ
う
や
く
退
散
し
た
。
な
お
当
日
藩
主
に
こ
れ
ら

百
姓
の
訴
願
を
伝
え
る
た
め
御
使
番
松
原
善
左
衛

門
、
御
目
J

付
今
村
段
右
衛
門
が
江
戸
に
向
っ
た
。

こ
の
よ
う
に
一
撲
の
強
い
要
求
に
対
し
て
藩
側

が
譲
歩
の
態
度
に
出
た
た
め
、
四
月
一
日
に
は
割

と
平
穏
と
な
り
、
一
二
日
も
酒
井
外
記
の
屋
舗
前
に

大
勢
集
っ
た
が
、
手
ざ
し
に
は
及
ば
ず
、
浜
町
河

原
に
て
、
「
評
議
定
め
大
勢
寄
集
る
」
と
い
う
程

度
で
あ
っ
た
が
、
郡
部
で
は
川
北
の
百
姓
が
士
一
岡

次
郎
左
衛
門
(
中
領
の
郡
奉
行
)
部
下
の
小
黒
町

村
の
茂
兵
衛
及
び
丹
生
郡
入
村
の
弥
三
右
衛
門
方

を
襲
い
、
家
宅
、
諸
道
具
を
破
壊
城
下
同
様
の
乱

暴
を
は
た
ら
き
、
ま
た
今
立
郡
水
落
村
の
武
兵
衛

⑧
)
 

方
に
も
不
穏
の
形
勢
が
み
ら
れ
た
。
し
か
し
四
日

以
後
は
一
挨
は
お
さ
ま
り
、
七
日
に
至
り
藩
で
は

よ
う
や
く
諸
門
の
警
固
を
解
く
に
至
っ
た
の
で
あ

マゐ。

一
撲
の
経
過
は
大
体
以
上
の
通
り
で
あ
る
が
、

一
挨
の
動
向
と
こ
れ
に
対
応
す
る
藩
側
の
動
向
と

を
一
覧
表
に
ま
と
め
る
と
次
の
通
り
で
あ
る
。
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月
日
一

へ
明
和
五
年
)
一

三
・
二
二
一
O
木
田
方
面
の
細
民
は
督
長
丸
屋
に
押
し
一

一

寄

せ

儀

餓

を

訴

う

(

越

)

一

一O
木
田
組
下
の
も
の
大
勢
組
頭
丸
屋
方
に
一

一
押
し
か
け
飢
餓
を
訴
う
(
市
)
一

ニ
・
二
三
一
O
本
町
の
二
文
字
屋
、
一
乗
町
の
新
屋
等
一
O
三
十
余
人
を
培
え
て
獄
に
投
一

一

に

も

訴

う

(

越

)

一

じ

、

郡

奉

行

を

し

て

処

々

を

一

一O
畑
万
の
民
先
づ
安
養
寺
に
集
り
組
頭
丸
一
巡
察
せ
し
め
た
(
越
)
一

一
屋
に
畿
餓
を
訴
え
、
本
町
・
一
乗
町
な
一

O
町
奉
行
は
直
ち
に
細
民
三
十
一

一
ど
こ
れ
に
習
う
も
の
多
く
大
橋
下
に
屯
一
余
人
を
捕
え
て
獄
に
下
し
、
一

一
す
る
も
の
二
百
人
に
及
ぶ
(
県
)
一
ま
た
庄
屋
三
十
余
人
を
そ
の
一

↑

O
こ
の
日
ま
た
金
津
・
中
領
の
農
民
襲
来
一
家
に
禁
鏑
し
た
(
県
)
一

一
し
て
城
下
に
入
り
藩
用
達
美
濃
屋
を
お
一
O
町
奉
行
鈴
木
忠
右
衛
門
は
不
一

一

そ

う

(

県

)

一

穏

の

状

を

み

て

、

そ

の

う

ち

一

一O
畑
万
の
細
民
多
数
安
養
寺
に
集
り
、
本
一
目
ほ
し
い
も
の
三
十
余
人
査

一
町
の
組
頭
二
文
字
屋
、
一
乗
町
の
組
頭
一
捕
え
て
獄
に
下
す
。
組
頭
一
二
一

一
新
屋
に
至
り
、
酒
食
を
強
要
し
、
本
町
一
十
余
人
を
其
家
に
禁
一
鋼
し
一

一
・
一
乗
町
の
細
民
も
こ
れ
に
加
わ
り
大
-
た
。
独
り
松
本
組
加
わ
ら
ず
一

一

橋

下

に

集

る

も

の

二

百

余

人

に

上

る

一

(

市

三

一

(

市

)

一

了
二
四
一

O
百
姓
蓑
虫
が
あ
ら
わ
る
(
国
)
一

一O
百
姓
城
下
に
来
り
、
飢
を
訴
え
食
を
求
一

一
め
或
は
農
具
を
質
物
と
し
て
金
を
借
ら
一

明
和
の
大
一
授
の
動
向
と
藩
側
の
動
向

授

動

の

き

7 

上

明
和
の
越
前
大
一
授
に
つ
い
て

藩

側

の

動

き

一
ん
等
と
色
々
の
難
題
を
い
ひ
立
て
市
中
一

一

を

排

御

す

一

一
一
・
二
五
一

O
郷
々
よ
り
六
七
百
人
も
城
下
に
入
り
一

5
一
授
の
頭
取
駄
の
者
三
十
人

乗
町
の
新
屋
三
郎
右
衛
門
、
お
よ
び
極
一
ば
か
り
召
捕
う
(
片
)

印
屋
勝
左
衛
門
、
美
濃
屋
喜
左
衛
門
に
一
O
居
残
っ
た
十
八
人
を
捕
え
て

て
狼
籍
を
は
た
ら
く
(
片
)
一
獄
に
下
す
(
越
)

O
木
田
口
、
勝
見
口
方
面
よ
り
来
襲
、
極
一
O
同
夜
百
姓
七
八
人
召
捕
う

印

屋

勝

左

衛

門

、

美

濃

屋

喜

左

衛

門

宅

一

(

国

)

を

破

壊

し

た

(

越

)

一

O
藩
は
あ
と
に
残
っ
た
十
八
人

O
蓑
虫
多
く
出
て
富
豪
へ
押
し
入
り
食
を
一
を
獄
に
下
す
(
市
)

乞
う
o

そ
の
た
め
町
中
蔀
を
下
す
。
新

屋
三
郎
右
衛
門
食
事
を
振
舞
い
士
一
家
虫
を

懐
柔
す
。
み
の
虫
極
印
屋
勝
左
衛
門
、

美
濃
屋
喜
左
衛
門
へ
押
し
か
け
狼
籍
を

は
た
ら
く
(
国
)

O
木
田
口
、
勝
見
口
よ
り
来
り
、
呉
服
町

の
極
印
屋
、
塩
町
の
美
濃
屋
を
襲
う(県
)

O
城
下
の
口
々
よ
り
六
七
百
人
あ
ま
り
も

城
下
に
入
込
み
、
一
乗
町
の
新
屋
一
一
一
郎

右
衛
門
方
に
て
酒
食
を
強
要
、
藩
の
御

用
商
人
で
金
銀
の
御
用
達
な
る
呉
服
町

の
極
印
屋
勝
左
衛
門
、
塩
町
の
美
濃
屋

喜
左
衛
門
の
宅
を
お
そ
う
(
市
)

一
一
・
二
六
一
O
士
山
比
領
の
百
姓
多
く
城
下
に
お
し
か
く
一
O
藩
で
は
軽
卒
を
辺
国
に
遣
わ

(
県
)
一
し
監
衛
せ
し
め
た
が
、
正
午

『若越郷土研究』（福井県郷土誌懇談会）
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一O
二
千
人
ば
か
り
お
し
か
く
(
片
)
一
ご
ろ
志
比
領
の
百
姓
多
勢
押

一O
志
比
領
の
農
民
を
は
じ
め
二
千
有
余
の
一
し
寄
せ
た
の
で
課
金
を
免

一
群
衆
は
升
に
不
正
あ
り
と
大
工
町
の
大
一
じ
、
繋
獄
の
も
の
を
免
じ
帰

一
工
頭
藤
間
又
三
郎
を
襲
い
て
暴
行
し
二
去
せ
し
め
た
(
越
)

↑
次
で
同
町
の
牢
屋
に
殺
到
し
て
前
日
獄
一

O
城
下
七
国
へ
諸
組
の
士
を
配

に
下
さ
れ
た
も
の
の
釈
放
を
求
む
一
し
、
乱
入
を
支
え
し
も
能
わ

(
市
)
一
ず
、
藩
老
酒
井
知
香
、
寺
社

一
奉
行
、
郡
奉
行
に
諜
し
て
才

覚
金
を
免
除
す
べ
き
を
令
せ

一
し
め
、
町
人
入
牢
六
十
余

人
、
農
民
十
余
人
を
免
除

し
、
郡
奉
行
等
東
本
願
寺
掛

所
に
出
張
し
て
御
用
金
上
納

免
除
願
筋
取
上
げ
を
申
聞
か

し
た
と
こ
ろ
、
一
授
ど
も
は

一
旦
退
散
し
た
(
県
)

O
藩
は
事
態
日
を
逐
う
て
悪
化

す
る
の
を
憂
え
、
目
付
太
国

三
郎
兵
衛
、
今
村
数
右
衛

門
、
高
村
四
郎
左
衛
門
、
町

奉
行
鈴
木
忠
右
衛
門
、
郡
奉

行
三
岡
次
郎
左
衛
門
、
八
回

金
右
衛
門
、
渋
谷
与
五
左
衛

門
等
馬
上
に
て
出
勤
し
、
囚

人
の
釈
放
と
用
金
の
免
除
の

旨
を
伝
え
て
退
散
せ
し
め
た
(
市
)

一
一
・
二
七
一
O
一
授
は
漸
次
地
万
に
波
及
し
て
府
中
、
一
O
早
朝
江
戸
表
へ
御
徒
目
付
菅

一
金
津
に
も
ま
た
そ
の
企
て
あ
り
。
そ
の
一
沼
五
郎
左
衛
門
を
つ
か
わ
す

一
日
志
比
領
土
民
再
来
し
煙
草
運
上
を
や
一
(
国
)
(
越
)

一
め
ん
こ
と
を
請
う
(
藩
は
と
れ
を
許
し
一

O
徒
目
付
を
江
戸
に
派
し
て
土

一
て
域
外
に
退
去
さ
す
)
(
越
)
(
県
こ
民
の
騒
状
を
告
ぐ
(
県
)

δ
一
授
の
人
数
は
三
千
人
ば
か
り
(
片
)
一

一O
昼
前
よ
り
志
比
口
に
大
勢
み
の
虫
出
一

一
て
、
皆
竹
杖
持
来
る
。
夕
方
は
荒
町
旦

一
に
多
し
o

郡
奉
行
出
て
御
用
金
御
免
圭

一
申
渡
し
て
も
町
へ
押
入
り
食
を
乞
う
一

一

(

国

三

一
一
・
二
八
一
O
一
撲
の
人
数
六
・
七
千
人
ば
か
り
一
O
御
番
組
の
面
々
に
警
戒
体
制

一

(

片

)

一

を

厳

に

さ

す

(

国

)

一O
下
領
の
民
大
挙
し
て
大
工
頭
藤
間
武
生

一
を
お
そ
う
o

ζ

れ
は
量
器
に
私
あ
る
を
一

一
疑
っ
た
た
め
で
あ
る
(
県
)
一

一O
大
工
町
の
大
工
頭
藤
間
又
三
郎
宅
を
三

一
ち
乙
わ
し
、
家
財
衣
類
表
へ
投
出
す
。
一

一
彼
は
升
の
役
人
で
升
に
不
直
が
あ
る
と
一

一
い
う
乙
と
か
ら
で
あ
る
。
さ
ら
に
極
印
一

一
屋
圧
左
衛
門
、
美
濃
屋
喜
左
衛
門
方
を
一

一
う
ち
こ
わ
す
(
越
)
(
国
)
(
市
こ

一一・一一九一
O
一
授
は
木
田
・
明
星
・
松
本
・
志
比
諸
一
O
一
授
の
勢
力
が
日
々
に
増
長

一
口
よ
り
乱
入
し
、
藤
間
武
仲
を
は
じ
め
一
し
、
御
城
内
へ
の
立
入
り
が

『若越郷土研究』（福井県郷土誌懇談会）
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と
し
て
、
木
田
に
て
川
除
の
事
を
掌
れ
一
憂
慮
さ
れ
る
に
至
っ
た
の

る
鳥
屋
、
八
幡
町
に
て
官
倉
収
米
の
と
一
で
、
御
武
具
奉
行
に
命
じ
て

と
を
掌
れ
る
伏
見
屋
、
妙
国
寺
町
の
米
j

諸
組
渡
万
の
武
器
を
御
城
代

穀
商
油
屋
、
筏
町
に
て
煙
草
の
乙
と
を
一
屋
舗
迄
持
出
さ
せ
、
高
一
の

掌
れ
る
筏
屋
等
を
襲
い
、
遊
侠
の
民
主
事
態
に
対
処
さ
す

加
わ
り
、
私
讐
少
怨
を
以
て
掠
奪
す
る
一
F

(

片
)
(
市
)

も
の
多
く
、
二
十
六
日
以
来
商
買
は
戸
一

O
ま
た
大
馬
出
御
門
、
小
馬
出

を
閉
じ
て
営
業
を
停
止
す
る
と
い
う
有
一
i

御
門
、
木
蔵
川
口
、
勝
見
口

様
で
あ
っ
た
(
県
)
(
越
)
一
御
門
、
瀧
ケ
鼻
御
門
、
地
蔵

O
一
授
の
人
数
は
二
万
人
ば
か
り
(
片
三
門
御
門
、
不
動
院
脇
御
門
、

O
志
比
口
筏
屋
喜
右
衛
門
、
妙
国
寺
町
治
一
-
J

神
明
裏
御
門
を
警
固
さ
せ
、

屋
長
右
衛
門
、
八
幡
町
伏
見
屋
吉
兵
一
明
史
の
御
肢
を
も
警
固
さ
せ

街
、
木
田
旅
館
町
鳥
屋
加
兵
衛
の
家
居
た
(
片
)

を

破

却

す

(

片

)

一

O
外
郭
諸
門
門
前
に
物
頭
二
人

O
蓑
虫
が
朝
か
ら
六
勢
出
た
が
、
志
比
一
ず
っ
、
榔
・
桜
の
両
門
に
は

口

、

勝

山

領

が

多

し

一

と

く

に

三

人

を

配

置

し

て

警

松
岡
四
郎
丸
屋
、
野
中
屋
二
軒
打
乙
わ
一
戒
を
厳
に
し
た
(
越
)
(
市
)

じ
、
さ
ら
に
松
本
筏
屋
干
ハ
多
葉
粉
問
一

O
藩
で
は
み
の
虫
の
懐
柔
に
乗

屋
V

妙
国
寺
丁
油
屋
長
右
衛
門
(
米
穀
一
出
す
こ
と
に
な
り
、
本
多
修

商
V

八
幡
丁
富
士
見
屋
爪
米
穀
商
)
を
一
理
、
杉
田
主
水
、
大
谷
助

打
こ
わ
し
、
木
田
鳥
屋
や
鍛
治
町
の
紙
一
六
、
荻
野
孫
右
衛
門
、
波
々

震

を

お

そ

う

(

国

)

一

伯

部

靭

負

、

明

石

主

膳

ら

が

O
御
目
付
、
御
使
番
、
郡
奉
行
馬
上
に
て
一
出
向
き
一
授
の
面
々
の
申
分

罷
り
出
で
、
極
力
鎮
撫
に
つ
と
め
た
が
一
を
聞
い
た
と
乙
ろ
、
百
姓
は

一
向
聞
入
れ
な
い
の
で
、
百
姓
が
集
三
請
願
八
件
(
越
藩
史
略
で
は

て
い
る
所
へ
出
て
町
在
御
用
金
免
除
原
五
件
)
を
な
し
て
退
散
し
た

筋

取

上

げ

を

申

渡

し

た

が

、

一

授

側

は

(

国

)

上

明
和
の
越
前
大
一
撲
に
つ
い
て

四 四 四 四
. . 

ノム¥ 四 。 木。 割虫蓑。
にし道村の次し数多も乱酒

得iL、
も 、具をの小累左間郎か 裳弁 田と
ま弥 しに ロ平が し
不穏のた破壊三村町 郡部集っ及は記外の か穏見勝 な

形勢今立 、衛右門の(でてば雇舗 追り 、(国ーノ 口
し、

様

郡水若城 茂兵宮 鎖中は評ず
つや 子

が 下様同襲を 川議。前 て三 で
み の::I~しまに き橋 あ

ら い 郡のてた大勢集 hた口 てコ

れ兵武聖のの 、ぴ奉〉行 百い浜
がへ た

た 乱家丹生 姓た河町 (散退 出も
片(暴宅が つ

)片 起を、入郡部三 原た 越すた
諸下岡でが )が

八ぷ日 大0 谷助
下米0 

示準備時 0御家中 なでたは 0月同
。

。めに門衛夜

に下直 し で つ三が口 )百が門中

小売を なに
たし出も た目、々ー ( 姓 江 、四時御

り六 A て へ(ど口よ日 国の戸御
で 片待勤触皇片ろ々り 、

)訴に目
出荻

せさ 藩り 機すで に警を百二 (越願を早駈付今使番
き は姓日

たの るるを出 物固どど )イ云す村松
(監 よよ 静か しもろ え(段原善
国督 指ううし たがま る落右
)の lと何 にの出で た主衛左
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四

七

と
こ
ろ
で
一
授
の
行
動
に
於
て
、
百
姓
や
城
下

の
細
民
の
み
な
ら
ず
郷
土
ま
で
が
参
加
し
、
か
な

り
組
織
的
に
規
律
と
統
制
の
と
れ
た
動
き
を
み
せ

⑧
 

た
こ
と
を
一
史
料
が
伝
え
て
い
る
。

つ
ま
り
今
立
郡
水
落
村
の
大
庄
屋
松
岡
勘
十

郎
、
川
北
郡
浮
田
村
の
大
庄
屋
篠
田
惣
兵
衛
ら
が

関
係
村
の
大
庄
屋
と
は
か
つ
て
一
撲
の
戦
斗
態
勢

を
整
え
、
郷
土
三
百
四
十
一
人
が
加
わ
り
、
鳶

口
、
掛
矢
な
ど
の
ほ
か
に
鉄
砲
二
百
四
十
二
挺
を

携
え
、
計
五
隊
の
う
ち
第
一
隊
は
城
下
の
御
用
達

並
に
好
吏
の
宅
を
襲
い
、
第
二
隊
は
大
橋
の
前
後

を
固
め
て
藩
役
人
出
動
の
さ
い
の
対
抗
に
備
え
、

第
三
隊
は
第
一
隊
の
背
後
で
支
援
、
第
四
隊
は
三

国
の
御
用
達
を
、
第
五
隊
は
吉
崎
の
御
用
達
に
打

ち
こ
わ
し
を
か
け
た
。
こ
の
さ
い
「
綻
の
条
々
」

と
し
て
一
、
福
井
城
下
に
於
て
火
用
心
念
入
ベ
き

事
。
一
、
人
の
一
命
を
断
つ
事
か
た
く
停
止
な
る

べ
し
。
一
、
私
慾
を
以
て
財
宝
を
隠
持
に
於
て
は 0 

御
門
の
警
固
を
撒
す

県

詳
細
を
報
告
す
る
と
と
に
な
一

っ
た
(
片
)
(
国
)
(
越
)
一

(註)

O
カ
ッ
コ
内
は
略
号

「
国
事
叢
記
」

「
続
片
聾
記
」

「
越
藩
史
略
」

本
人
は
も
ち
ろ
ん
親
族
こ
と
ご
と
く
た
た
る
べ

し
。
一
、
鉦
打
は
無
言
た
る
べ
し
。
の
四
箇
条
を

大
庄
屋
連
判
で
掲
げ
て
い
る
と
こ
ろ
か
ら
み
て
、

一
般
の
一
撲
と
は
異
り
、
用
意
周
到
な
計
画
の
下

に
組
織
的
で
か
つ
巧
妙
な
戦
術
を
用
い
、
統
制
と

節
度
あ
る
行
動
を
め
ざ
し
た
乙
と
は
注
目
に
値
す

る。
た
だ
し
こ
う
し
た
事
情
に
つ
い
て
、
藩
側
の
記

録
に
は
全
く
見
当
ら
な
い
と
と
と
、
そ
の
他
の
記

述
の
う
ち
に
誇
張
し
た
り
信
溶
性
に
欠
ぐ
も
の
が

@
 

あ
る
点
か
ら
み
て
、
さ
ら
に
検
討
を
要
す
る
が
、

い
ず
れ
に
せ
よ
、
こ
う
し
た
大
一
授
の
ェ
、
不
ル
ギ

ー
が
藩
権
力
側
を
い
た
く
狼
狽
さ
せ
た
乙
と
は
事

実
で
、
一
撲
の
過
程
の
な
か
で
投
獄
し
た
組
頭
ど

も
を
釈
放
し
た
り
、
一
部
で
は
あ
る
が
一
挨
の
要

求
す
る
と
乙
ろ
を
直
ち
に
受
諾
せ
ざ
る
を
得
な
か

っ
た
こ
と
が
こ
れ
を
卒
直
に
裏
書
し
て
い
る
と
い

え
よ
う
。

(
国
)

(
片
)

(
越
)

「
福
井
県
史
」

「
福
井
市
史
」

(
第
二
冊
)

上

(
県
)

(
市
)

一
方
、
藩
側
は
武
力
に
よ
る
鎮
圧
子
段
を
意
図

し
な
が
ら
も
何
ら
強
硬
措
置
が
と
れ
ず
、
種
々
の

懐
柔
、
宥
和
策
で
辛
じ
て
急
場
を
回
避
す
る
結
果

に
終
っ
て
い
る
点
か
ら
み
て
、
ま
さ
し
く
封
建
権

力
の
弱
体
さ
を
暴
露
し
た
も
の
と
い
え
る
。
し
か

も
藩
と
し
て
一
撲
主
謀
者
1

1

主
と
し
て
組
頭
層

を
中
心
と
す
る
も
の
と
み
ら
れ
る
が
ー
ー
に
対
す

る
処
分
す
ら
ほ
と
ん
ど
で
き
な
か
っ
た
に
拘
ら
ず

藩
役
人
で
瓢
罰
を
受
け
た
も
の
が
酒
井
外
記
は
じ

@
 

め
十
数
名
に
及
ん
だ
事
実
を
み
る
と
な
お
さ
ら
で

氷
山
ヲ

Q

。

五

こ
う
し
た
大
一
授
の
諸
要
求
は
同
年
五
月
十
二

日
の
藩
よ
り
の
正
式
回
答
で
あ
る
「
百
姓
失
江
申

渡
覚
」
に
よ
り
、
そ
の
具
体
内
容
を
察
知
す
る
乙

と
が
で
き
る
。
つ
ま
り
、
「
今
度
、
百
姓
ど
も
願

ひ
奉
る
趣
、
段
々
御
聴
に
達
し
候
段
、
御
聞
届
遊

『若越郷土研究』（福井県郷土誌懇談会）



ば
さ
れ
、
御
吟
味
の
上
、
御
裁
許
仰
せ
付
け
ら
る

る
箇
条
」
と
し
、
次
の
十
六
カ
条
を
掲
げ
て
い

@
 

る。
①
一
、
餓
死
米
願
い
奉
り
候
事
、

②
一
、
作
食
願
い
奉
り
候
事
、

右
二
箇
条
先
達
て
御
取
扱
い
こ
れ
有

わ
J

、

①
一
、
農
具
・
種
代
願
い
奉
り
候
事
、

右
百
姓
願
い
の
節
、
下
し
置
か
る
べ
く

民、

④
一
、
免
御
見
立
て
願
い
奉
り
候
事
、

右
相
定
ま
る
定
免
の
村
々
は
前
々
の

遇
、
此
度
願
い
の
村
々
は
願
い
の
通
り

仰
せ
付
け
ら
る
、

①
一
、
綿
・
麻
直
上
納
の
事
、

右
先
達
て
願
い
の
通
り
仰
せ
付
け
ら

ヲ

G

、

@
一
、
川
北
用
水
掛
り
申
さ
ず
候
、
御
上
よ
り

⑧
 

懸
り
候
様
に
願
い
奉
り
候
、

右
用
水
方
御
役
人
差
出
さ
れ
、
御
吟
味

の
上
、
仰
せ
付
け
ら
る
べ
く
候
、

①
一
、
五
歩
方
米
に
て
願
い
奉
り
候
事
、

@
一
、
御
直
段
町
相
場
の
事
、

右
二
箇
条
御
定
法
乙
れ
有
り
、
御
取
揚
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上

明
和
の
越
前
大
一
授
に
つ
い
て

げ
ζ

れ
無
き
事
、

①
一
、
御
役
人
御
食
着
の
事
、

@
一
、
町
人
ど
も
の
内
悪
み
深
き
者
の
事
、

⑪
一
、
役
人
私
欲
愚
民
の
事
、

右
三
箇
条
御
帰
国
遊
ば
さ
れ
御
吟
味
仰

せ
付
け
ら
る
べ
き
事
、

⑫
一
、
新
規
諸
運
上
御
免
の
事
、

⑬
一
、
御
家
中
先
納
の
事
、

⑭
一
、
百
姓
願
い
相
滞
る
事
、

⑮
一
、
連
判
・
諸
借
金
・
永
年
賦
の
事
、

⑬
一
、
町
在
囲
米
の
事
、

右
五
箇
条
百
姓
ど
も
願
い
の
訳
委
細
書

付
け
、
封
印
致
し
置
き
、
追
っ
て
蓮
塚

金
左
衛
門
・
吉
江
治
兵
衛
廻
在
の
節
、

差
出
す
べ
く
候
、
其
上
に
て
御
吟
味
仰

せ
付
け
ら
る
べ
く
候
、

こ
れ
ら
の
条
項
の
な
か
に
は
余
り
に
簡
略
で
意

味
の
つ
か
み
に
く
い
も
の
も
あ
る
が
、
こ
れ
を
内

容
別
に
整
理
す
る
と
次
の
よ
う
に
な
る
o

①
②
⑬
は
飢
鍾
の
救
済
、
@
は
封
建
的
貢
租
の

軽
減
、
③
は
勧
農
の
推
進
、
①
@
⑫
は
農
作
物
の

商
品
化
、
商
品
流
通
の
自
由
、
@
は
悪
質
な
御
用

達
、
特
権
商
人
に
反
対
、
⑮
⑮
は
村
政
の
改
革
、

@
@
⑪
は
役
人
の
非
違
に
関
す
る
も
の
で
あ
る
。

宝
暦
・
明
和
以
前
の
農
民
一
換
が
と
か
く
年
貢

増
徴
、
苛
数
訴
求
反
対
な
ど
が
主
た
る
原
因
で
あ

っ
た
の
に
対
し
、
乙
の
大
一
撲
に
あ
っ
て
は
そ
の

掲
げ
る
要
求
条
項
が
は
る
か
に
複
雑
で
あ
る
ば
か

り
で
な
く
、
質
的
内
容
に
於
て
と
く
に
商
品
流
通

の
発
展
に
対
応
す
る
も
の
や
、
幕
落
体
制
の
構
造

的
矛
盾
「
打
ち
こ
わ
し
」
の
対
象
が
表
聞
の

通
り
藩
役
人
に
結
託
す
る
御
用
達
や
特
権
商
人
に

集
中
し
て
い
る
と
こ
ろ
に
も
は
っ
き
り
認
め
ら
れ

る
の
で
あ
る
が
|
l
a
に
起
因
す
る
な
ど
い
わ
ゆ
る

反
封
建
斗
争
と
し
て
の
明
確
な
る
特
質
を
帯
び
る

に
至
っ
た
ζ

と
で
あ
る
。

し
か
も
こ
れ
ら
の
諸
要
求
に
対
し
て
①
餓
死
米

の
件
、
②
作
食
の
件
、
@
農
具
・
種
代
の
件
、
④

定
免
法
に
改
め
る
件
、
①
綿
・
麻
直
上
納
の
件
、

①
御
役
人
御
貧
着
の
件
、
⑮
役
人
私
慾
最
員
等
の

件
な
ど
全
体
の
ほ
ぼ
半
数
が
容
認
さ
れ
る
と
い
う

一
授
側
に
と
っ
て
は
ま
さ
に
予
想
以
上
の
好
成
果

ぞ
収
め
て
い
る
の
が
注
目
さ
れ
る
。

六

乙
の
越
前
大
一
授
は
そ
の
翌
月
の
四
月
に
は
国

境
を
越
え
た
隣
り
の
大
聖
寺
藩
領
三
木
村
、
吉
崎

浦
に
波
及
し
た
が
(
漁
民
が
米
移
出
に
反
対
、
藩

の
廻
米
船
に
狼
籍
)
、
全
国
情
勢
と
し
て
は
さ
ら

に
九
月
に
は
亀
山
藩
の
大
一
校
(
苛
鍛
諒
求
、
荒

『若越郷土研究』（福井県郷土誌懇談会）
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上

明
和
の
越
前
大
一
撲
に
つ
い
て

表(5)

地名 攻撃対象 職業 攻撃月日 |地名 攻撃対象 職業攻撃月日

月日
本 町二文字屋 組頭 3.23 木田旅館町鳥屋加兵衛川除 3.29 

一乗町 新屋三郎右衛門 組頭 3.23，25 松岡四郎丸屋 3.29 

塩 町美濃屋喜左衛門 御用達 3.23，25，28 野中屋 3.29 

紙屋 3.29 

大工町藤門又三郎(武仲) 大工頭 |135.28 

小(黒今立町)杓
茂兵衛 4. 3 

志比口筏屋喜右衛門多葉粉問屋 .29

入村弥三右衛門

八幡町伏見屋吉兵衛 米穀商 3.29 水落町武兵衛
(富士見屋) 1 11 (今立)

攻撃対象の一挟

地
検
地
中
止
、
用
金
免
除
等
要
求
し
て
成
功
)
が

起
き
て
お
り
、
以
後
翌
六
年
一
月
ご
ろ
ま
で
越
後

十
日
町
の
縮
布
買
占
商
人
へ
の
反
感
に
よ
る
打
乙

わ
し
(
十
月
)
、
河
内
古
市
の
村
方
騒
動
(
十
二

丹
、
綿
不
作
、
小
作
料
引
下
げ
要
求
)
な
ど
大

和
、
備
中
、
讃
岐
、
信
濃
と
広
が
り
、
二
月
に
至

っ
て
河
内
丹
南
藩
二
十
二
カ
村
で
数
千
人
が
拝
借

金
、
夫
食
米
を
要
求
す
る
一
授
を
ひ
き
起
し
て
い

⑧
 
る
o

さ
ら
に
そ
の
後
夏
場
に
か
け
て
岩
代
(
天

領
)
美
作
(
乃
井
野
藩
)
信
濃
(
松
代
藩
)
陸
奥

(
弘
前
務
)
岩
代
(
天
領
)
な
ど
に
惹
起
し
、
そ

れ
か
ら
は
一
授
の
浪
が
よ
う
や
く
お
さ
ま
る
の
で

あ
る
が
、

ζ

の
明
和
五
・
六
年
の
ピ

l
ク
時
に
は

全
落
的
農
民
蜂
起
、
村
方
騒
動
の
激
化
、
都
市
蜂

起
、
米
騒
動
な
ど
諸
階
級
の
斗
争
が
ほ
と
ん
ど
出

⑧
 

揃
っ
た
観
を
呈
す
る
。

し
か
も
越
前
大
一
挟
こ
そ
は
、
乙
の
ピ

l
ク
時

の
段
階
で
全
国
的
に
も
最
も
大
規
模
な
全
藩
一
授

で
あ
り
、
組
頭
級
の
中
農
「
胞
の
指
導
的
役
割
を
中

心
に
貧
農
層
や
細
民
の
全
藩
的
な
統
一
戦
線
に
よ

り
最
高
二
万
人
を
越
え
る
大
一
授
が
生
み
出
さ
れ

た
こ
と
や
、
一
授
の
め
ざ
す
種
々
の
要
求
内
容
か

ら
み
て
、
ま
さ
し
く
画
期
的
な
反
封
建
斗
争
の
形

態
を
と
る
も
の
で
あ
る
。

こ
う
し
た
一
連
の
百
姓
一
挟
の
続
発
は
藩
当
局

は
云
う
ま
で
も
な
く
、
幕
府
側
を
震
揺
さ
せ
た
こ

と
は
明
和
六
年
(
一
七
六
九
年
)
二
月
全
国
の
諸

藩
に
対
す
る
通
達
で
、
「
遠
国
百
姓
共
願
を
含
、

所
々
に
而
寄
合
、
手
段
を
企
て
、
廻
状
な
ど
を
出

し
、
外
村
々
の
者
共
も
趣
意
を
弁
え
ず
し
て
止
む

を
得
ず
罷
山
山
、
大
勢
集
り
、
村
役
人
之
居
宅
、
又

は
遺
恨
に
存
侯
者
共
の
家
作
井
諸
道
具
を
打
損
、

吟
味
に
な
っ
た
と
こ
ろ
で
数
ケ
条
の
願
を
申
立
て

る
類
が
多
恨
と
述
べ
一
授
側
の
具
体
的
戦
術
の

数
々
を
指
摘
し
、
乙
れ
に
対
し
て
宥
和
策
で
は
好

し
く
な
く
、
断
固
た
る
厳
し
い
措
置
を
と
る
よ
う

指
令
し
て
い
る
。
ま
た
「
も
し
心
得
違
い
し
、
徒

党
致
せ
ば
、
可
取
上
願
た
り
と
も
、
理
非
之
不
及

⑧
 

沙
汰
無
取
上
、
其
上
仕
置
可
申
付
」
く
べ
き
旨
を

百
姓
た
ち
へ
代
官
、
領
主
よ
り
触
れ
る
よ
う
令
し

て
い
る
の
で
あ
る
。

か
か
る
幕
府
の
徹
底
し
た
一
授
禁
令
は
、
幕
府

法
令
上
明
文
化
さ
れ
た
も
の
の
う
ち
画
期
的
な
も

の
と
さ
れ
、
領
域
を
間
わ
ず
全
国
に
対
し
て
布
告

さ
れ
た
だ
け
に
、
越
前
大
一
授
を
ピ

l
ク
と
す
る

諸
藩
の
百
姓
一
授
、
都
市
打
乙
わ
し
が
、
幕
府
封

建
権
力
の
一
授
対
策
に
如
何
に
大
き
な
影
響
を
及

し
た
か
が
う
か
が
わ
れ
、
幕
府
側
が
断
然
弾
圧
体

『若越郷土研究』（福井県郷土誌懇談会）



制
の
整
備
強
化
に
乗
出
し
た
乙
と
は
、
権
力
と
の

対
応
関
係
を
一
授
禁
令
の
検
討
を
通
し
て
み
る
だ

け
で
も
、
明
和
期
こ
そ
質
的
に
新
段
階
を
画
す
る

⑧
 

乙
と
を
認
め
ざ
る
を
得
な
い
。

し
か
し
幕
府
や
藩
の
強
硬
な
弾
圧
策
に
も
拘
ら

ず
、
以
後
全
国
的
に
一
授
に
よ
る
反
封
建
斗
争
の

エ
ネ
ル
ギ
ー
は
ま
す
ま
す
幕
落
体
制
の
社
会
経
済

基
盤
を
大
き
く
ゆ
す
ぶ
る
働
き
を
発
揮
し
、
さ
ら

に
次
の
ピ

l
ク
時
の
天
明
期
か
ら
天
保
期
へ
と
ま

す
ま
す
昂
揚
す
る
の
で
あ
る
。

も
と
も
と
百
姓
一
撲
の
実
態
を
検
討
す
る
場

合
、
そ
の
原
因
を
単
に
凶
作
や
飢
鐘
だ
け
に
求
め

た
り
、
ー
ー
か
か
る
条
件
は
落
政
時
代
を
通
じ
繰

り
返
し
て
惹
起
し
て
お
り
、
そ
の
一
段
で
は
じ
め

て
具
現
す
る
新
な
特
質
を
説
明
す
る
こ
と
は
で
き

な
い
が
1

1
ー
ま
た
年
貢
収
奪
の
単
な
る
量
的
強
化

に
求
め
る
だ
け
で
は
真
の
解
明
に
な
ら
ぬ
ζ

と
は

云
う
ま
で
も
な
く
、
こ
の
越
前
大
一
授
の
反
封
建

斗
争
と
し
て
の
質
的
内
容
と
、
そ
れ
へ
の
藩
権
力

の
対
応
の
仕
方
か
ら
み
て
、
古
本
藩
体
制
の
封
建
構

造
が
い
よ
い
よ
解
体
期
に
入
っ
た
乙
と
の
一
指
標

ぞ
提
供
す
る
も
の
と
思
考
さ
れ
る
。

註①
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大
石
慎
三
郎
「
農
民
斗
争
よ
り
見
た
元
禄
・
享

保
l
明
和
期
に
つ
い
て
」
(
歴
史
学
研
究
、
二

上

明
和
の
越
前
大
一
授
に
つ
い
て

①②  

六
O
号
)
で
、
封
建
権
力
と
百
姓
一
授
と
の
対

抗
関
係
の
歴
史
的
把
握
に
よ
り
慕
落
体
制
の
諸

段
階
を
規
定
し
得
る
も
の
と
論
じ
て
い
る
が
、

こ
う
し
た
論
理
を
分
析
の
起
点
に
据
え
る
こ
と

は
階
級
斗
争
の
本
質
解
明
に
新
な
視
角
を
も
ち

こ
む
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

黒
正
巌
「
百
姓
一
授
の
研
究
」
続
篇
所
収

堀
江
英
一
「
明
治
維
新
の
社
会
構
造
」
(
五
四

ー
五
五
頁
)

青
木
虹
二
「
百
姓
一
撲
の
年
次
的
研
究
」
(
新

生
社
)
一
一
二
頁

青
木
虹
二
「
前
掲
書
」
一
四
八
頁

若
越
の
一
授
史
に
お
け
る
昂
揚
期
の
分
け
方
に

つ
い
て
は
、
あ
く
ま
で
も
試
論
で
あ
り
種
々
検

討
の
要
が
あ
る
の
は
云
う
ま
で
も
な
い
。

青
木
虹
二
「
前
掲
書
L

所
収
の
一
挨
統
計
資
料

に
よ
る
と
、
全
国
で
の
慶
応
年
間
の
一
年
平
均

件
数
が
四
四
・
三
で
江
戸
時
代
を
通
じ
最
高
と

な
っ
て
い
る
o

(

一
七
一
貝
)

と
と
ろ
が
若
越
で
は
わ
ず
か
一
件
(
慶
応
二
年

五
月
、
丸
岡
落
、
強
訴
「
福
井
県
史
二
」
)
し

か
確
認
で
き
ず
全
国
の
情
勢
に
全
く
逆
の
傾
向

を
み
せ
て
い
る
。

な
お
長
州
藩
が
よ
く
類
似
し
て
お
り
、
天
保
期

に
最
高
の
昂
揚
を
み
せ
た
の
に
対
し
慶
応
期
で

は
わ
ず
か
一
件
の
一
授
し
か
指
摘
さ
れ
て
い
な

④ ①①  ① 
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問
中
彰
「
幕
末
の
藩
政
改
革
」
(
七
一
頁
)

橋
本
左
内
「
安
政
三
・
四
年
頃
、
為
政
大
要
」

「
人
心
を
失
ひ
民
恕
を
犯
し
侯
は
、
実
に
国
家

之
御
大
事
、
一
人
事
之
成
敗
皆
此
に
卜
す
べ
く

侯
得
共
、
・
:
:
:
:
」

六
代
藩
主
綱
昌
が
病
に
よ
り
封
地
没
収
、
先
代

田
田
親
名
を
自
国
明
と
改
め
再
勤
、
そ
の
た
め
四
十

七
万
五
千
石
が
二
十
五
万
石
に
減
額

福
井
県
史
二
(
三
九
百
九
)

国
事
叢
記
十
五
明
和
五
年
二
月
二
十
日
の

条福
井
県
史
二
(
三
九
頁
)

続
片
強
記
三
で
は
明
和
五
年
二
月
二
十
二
日
「

御
家
中
へ
都
合
八
歩
道
御
借
米
、
町
在
へ
御
当

用
金
一
万
八
千
両
被
三
仰
付
こ
と
あ
り
、
才

覚
金
に
若
干
の
相
違
が
み
ら
れ
る
。

続
片
聾
記
一
二
明
和
三
年
三
月
五
日

国
事
叢
記
一
回
周
年
同
月
日
の
条
に
は
都

合
家
数
二
千
四
百
六
十
四
軒
、
土
蔵
数
百
三
十

七
、
死
人
十
七
人
、
十
γ
数
四
十
三
ケ
所
等
の
被

害
状
況
を
あ
げ
て
い
る
。

国
事
叢
記
十
五
明
和
五
年
三
月
二
十
一
日

の
条
島
崎
圭
「
福
井
務
に
於
け
る
百
姓
一
撲
史
の

研
究
」
の
な
か
で
、
福
井
図
書
館
主
催
の
郷
土

史
料
展
覧
会
の
出
品
中
に
発
見
し
た
と
す
る
「

北
国
侍
要
太
平
記
」
(
古
写
本
、
十
巻
)
の
内

① @⑮  ⑫ ⑬ @ ⑬ 
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上

明
和
の
越
前
大
一
撲
に
つ
い
て

容
を
紹
介
し
て
い
る
が
、
一
授
側
の
生
々
し
い

動
向
を
伝
え
る
た
め
甚
だ
興
味
深
い
も
の
が
あ

る
。
た
だ
し
残
念
な
が
ら
現
在
そ
の
史
料
の
所

在
が
不
明
な
の
で
島
崎
氏
が
掲
げ
る
内
容
の
一

部
を
指
摘
す
る
に
と
ど
め
る
。

国
事
叢
記
十
五
明
和
五
年
五
月
十
二
日
の

条

続

片

聾

記

三

越
前
大
一
授
(
明
和
)
の
経
過
に
つ
い
て
は
次

の
関
係
史
料
に
よ
っ
た
。

O
国
事
叢
記
十
五

O
続
片
聾
記
三

O
越
藩
史
略
斗
l

三

O
明
和
諸
事
御
用
留
抜

書
(
松
平
文
庫

)

O
御
家
老
中
御
用
留
(
松

平
文
庫

)

O
福
井
県
史
二

O
福
井
市
史

上

O
北
国
侍
要
太
平
記

三
月
二
十
二
日
か
ら
の
記
載
は
越
藩
史
略
だ
け

で
、
国
事
叢
記
は
二
十
四
日
、
続
片
聾
記
は
二

十
五
日
か
ら
は
じ
め
て
い
る
。
ま
た
明
和
諸
事

御
用
留
、
御
家
老
中
御
用
留
と
も
に
二
十
四
日

に
は
じ
め
て
一
授
の
件
を
伝
え
て
い
る
の
で
、

本
格
的
な
一
授
の
勃
発
は
こ
の
日
あ
た
り
か
ら

が
至
当
と
み
ら
れ
る
。

越

藩

史

略

十

三

福

井

県

史

二

福
井
市
史
上

乙
れ
は
続
片
聾
記
の
記
裁
で
あ
る
が
、
滋
藩
史

略
で
は
「
其
遺
留
者
十
八
人
を
捕
え
て
下
獄
」

と
な
っ
て
お
り
、
福
井
市
史
も
こ
れ
に
従
っ
て

⑮ ⑪ ⑬ ⑮ ⑧ 

③@⑧⑫⑧  

い
る
。

続

片

聾

記

三

福

井

県

史

二

越

藩

史

略

十

三

福

井

県

史

二

国

事

叢

記

十

五

越

落

史

略

十

三

福
井
県
史
で
は
「
大
工
頭
藤
閣
武
仲
を
襲
ふ
L

と
し
て
い
る
が
同
一
人
と
み
ら
れ
る
。

続

片

塑

記

三

国
事
叢
記
十
五

続

片

聾

記

三

前
掲
主
閏
「
北
国
侍
要
太
平
記
」

一
授
の
予
備
計
画
や
隊
編
成
な
ど
の
陣
容
に
つ

い
て
は
、
国
事
叢
記
、
続
片
聾
記
、
越
藩
史
略

等
に
み
え
ぬ
と
と
ろ
で
大
い
に
注
目
す
べ
き
だ

が
、
惣
村
二
百
六
十
三
カ
村
、
二
十
三
万
の
百

姓
が
結
束
し
た
と
し
て
い
る
の
は
余
り
に
も
過

大
評
価
で
あ
り
、
信
湿
性
に
欠
ぐ
と
こ
ろ
が
あ

る。続
片
墜
記
に
は
次
の
人
名
を
あ
げ
て
い
る
。

O
酒
井
外
記

O
町
奉
行
鈴
木
忠
右
衛
門

。
御
奉
行
加
藤
長
右
衛
門

O
同

雨

森

作

助

O
御
目
付
太
田
三
郎
兵
衛

O
同
一
口
向

村
四
郎
左
衛
門

O
同
今
村
段
右
衛
門

O

郡
奉
行
三
国
次
郎
左
衛
門

O
同
八
回
金

右
衛
門

O
同
渋
谷
与
五
左
衛
門

O
御
勝

手
役
水
野
三
右
衛
門

O
大
工
頭
藤
間
又

三
郎

O
同
斎
木
他
四
郎

O
金
津
奉
行

⑩ 三島 lる@ ⑧ ③ 

O
町
奉
行
仮
役

熊
谷
小
兵

⑫ 

奈
良
忠
左
衛
門

衛国
事
叢
記
十
五

越
藩
史
略
で
は
「
十
三
日
(
五
月
)
高
知
郡
役

所
ニ
於
テ
土
民
等
ニ
会
シ
請
訴
ス
ル
所
既
ニ
公

開
ニ
達
ス
ル
ノ
由
ヲ
告
グ
」
と
述
べ
、
続
片
聾

記
で
は
「
高
知
中
帰
着
の
上
百
姓
と
も
願
え
趣

と
も
有
レ
之
に
付
五
月
十
二
日
よ
り
村
々
へ
書

付
を
以
被
ニ
申
渡
一
左
之
遥
」
と
し
、
十
六
カ

条
を
掲
げ
て
い
る
。

な
お
「
福
井
県
史
二
」
(
四
三
頁
)
で
は
前

述
の
十
六
カ
条
の
う
ち
「
⑬
て
御
家
中
先
納

之
事
」
を
欠
ぎ
、
計
十
五
カ
条
と
な
っ
て
い

づ
令
。
用
水
の
件
に
つ
い
て
は
、
国
事
叢
記
十
五
の

明
和
五
年
三
月
二
十
九
日
の
条
に
、
「
役
人
へ

賄
賂
を
仕
、
上
ニ
堰
ヲ
掛
、
下
へ
水
不
レ
来
、

迷
惑
仕
御
役
ノ
事
」
と
設
明
し
て
い
る
o

青
木
虹
二
「
百
姓
一
授
の
年
次
的
研
究
L

所
収

の
一
投
年
表
に
よ
る
。
(
一

O
四
l
一
O
七

頁
)
林
基
「
宝
暦
J
天
明
期
の
社
会
情
勢
」
(
岩

波
講
座
、
日
本
歴
史
、
近
世
四
)
一
三
八
頁

日
本
財
政
経
済
史
料
第
八
巻
九
七
九
頁
(

林
基
「
前
掲
論
文
」
所
収
)

御
触
書
天
明
集
成
三

O
四
二
号
(
山
田
忠
雄

「
宝
暦

l
明
和
期
の
百
姓
一
撲
L

日
本
経
済

⑮ @ ⑧ @ ⑨ 
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⑧ 

史
大
系
四
近
世
下
所
収
)

百
姓
一
授
の
質
的
転
換
期
に
つ
い
て
は
、
宝
暦

期
に
お
い
て
そ
の
さ
き
ぶ
れ
を
み
る
ζ

と
が
で

き
る
が
、
厳
密
に
云
え
ば
そ
れ
は
あ
く
ま
で
享

保
期
以
来
の
年
貢
増
徴
政
策
の
帰
結
点
と
し

て
の
一
授
相
と
み
る
の
が
適
当
と
思
考
さ
れ

る。なお
ζ

の
明
和
六
年
の
一
授
禁
令
に
つ
づ
き
翌

七
年
に
は
「
徒
党
強
訴
逃
散
訴
人
奨
励
の
高
札

」
が
全
国
に
立
て
ら
れ
、
積
極
的
な
裏
切
り
奨

励
策
を
う
ち
出
し
、
さ
ら
に
翌
八
年
に
は
単
な

る
門
訴
と
武
器
を
た
づ
さ
え
る
強
訴
と
を
区
別

し
て
刑
罰
に
も
差
別
を
つ
け
る
な
ど
一
授
対
策

に
一
段
と
細
か
な
配
慮
が
加
え
ら
れ
る
の
は
注

目
す
べ
き
で
あ
る
。

ま
た
明
和
六
年
二
月
に
は
幕
府
が
一
投
鎮
圧
の

た
め
公
然
と
飛
道
具
(
鉄
砲
)
の
使
用
ま
で
認

め
た
こ
と
は
一
授
自
体
の
反
封
建
斗
争
へ
の
質

的
転
換
に
対
し
、
封
建
的
反
動
の
路
線
を
い
よ

い
よ
明
確
に
し
強
硬
な
鎮
圧
手
段
を
と
ら
ま

る
を
得
な
く
な
っ
た
も
の
と
み
る
べ
き
で
あ

る。
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